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台湾のラン科植物におけるウイルス病
の 発 生 調 査
井 上 成 信 ･ 呂 理 奨*
緒 言
台湾は亜熱帯に属し,冬期気温が比較的訴いため, ランの栽培には温室を必要 とせず,
強い陽光を遮断するだけといった簡単な設備で十分である.このような地の利を得て,ラ
ソの栽培が大へん盛んであ り,中には 1-2-クタールの面坊に栽培されている例もみら
れ また自宅の最上や庭などで観賞用に栽培する人も非常に多い.一方, ランの菜にモザ
イクやえそ斑あるいは花に斑入 りを生ずるなどのウイルス病の発生も多 く,これが観賞価
値を大きく落す原因となっている.
著者の一人井上は台湾植物保護中心の招請により,台湾のラソ科柄物におけるウイルス
病の発生状況を 調べる目的で,1982年3月 15日から2カ月間,台湾各地のラン栽培園を
調査した. また採坐した植物については ウイルスの検出 並びに 同定実験を行った.その
結果,cymbidium mosaicvirus(CyMV),odontoglossum ringspotvirus(ORSV),
cucumbermosaicvirus(CMV)および bulleトshapedvirus-likeparticles(OFV様
ウイルス)の4種の発生が確認された.台湾では既に CyMV8･11)と ORSVa)の発生が知
られていたが,新たに CMVとOFV様 ウイルスが発見された.また CyMVと ORSVは
台湾に広 く分布していることも認められた.
本報告は台湾のラン科植物におけるウイルス柄の発生詞寮と同定契験の結果について記
述しているものである.
本研究は台湾稗物保護中心 (PPC,所長季国鉄博士)からの補助金によって行った. ここに深甚の
謝憩を蓑する,また契験に脱力されたPPC植物病塊 ･lB醇文氏,一部現地駒杏の矧jlと便宜を与えら
れたラン栽培老台中市三民路呉侮瑞氏および台中県大里郷張朱金埼氏,並びに本論文をまとめるに当
たり.資料の審理に協力された当研究重光畑邦二技官に対L謝意を乗する,
実験材料および方法
調査地域および材料
調査したランの 榔 吾地は Tablelに示した ように, 台湾の 東海JTEの 中南部 地域を除
く5市9県41カ所であった. Calllcya系や Cymbidium のように cymbidium mosaic
virusや odontogLossum ringspotviTuSによって乗や花弁に特徴的な病徴3･4･12-15･lト2･
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T able1. Regions of Reldinvesligalion ofvirus
City& Prefecture
No.oforchid
nurseriessurveyed
でalPe主Mun
Ta主Pe主County
∫LanCounty
HsinChuClty
HsinChuCounty
TaiChungCity
Ta主ChungCounty
(台北市) LI
(台北県) 1
(宜漸県) 1
(新1/J市) 2
(新竹県) 2
(Ilt中市) 6
(台中LrI<) 7
Clty良Prefecture
No.oforchid
nurseriessurveyed
ChangHuaCounty(杉化鮎)
NanTouCounty (南投県)
ChiaYiCounly (茄義県)
TatNanCity (台南市)
TaiNanCounty (台両県)
KaoHsinngCity (高雄市)
PingTungCounty (厨滋iF;l.)
???????
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27-38･48)を現わすものについては,現地で先ずその病微によって ウイルスの判別ならびに
発生状況を観察した.それぞれ特徴的な病斑を示した12属124株は採鎚して検査標本と
した.採集標本は切葉では冷蔵碓 (4oC)に保存し,鉢植え株は研究室に保存して 逐次同
定実験に用いた.
ウイルスの検査方法
ウイルスの診断は最初2% リンク./ブステン酸 (PTA)を用いた ダイレクトネガティ
ブ染色法で作成した試料について,ウイルス粒子の形態を電顕観察した.梓状またはひも
状粒子がみられなかった一部の標本については,病兼小片を1%四駆化オスミウム満車で
おしつぶして固定したのち,2%PTA染色 を行って罷軒観察した.また他の一部の標本
では病菓小片を10%ホル7リン液で締周足し, DN法によるPTA染色を行って梶原観
察した.生物検定には数種の検定租物を用い,汁液接種は原株の病菓または接種で感染し
た病葉を0.1M りん慨緩衝液で摩砕し,カーボラソダムを用いた摩擦接種法により温室内
で行った.
7プラムシ伝搬にはモモ7カ7プラムシ (Myzuspersicae)を用いた.1時間絶食させ
たアブラムシを30秒間 Nicolianaglulinosaの全身感触病車上でウイルスを毅得吸汁さ
せ,のち健全な N.glulinosa築上に移して4時間加寓させた.7プラムシは接種植物 1
株当たり20匹ずつを放飼した.
血清反応試験は CyMV 抗血清,ORSV 抗血清l･および CMV-Y 抗血間を用い,前2着
を用いた試験には徴盈凝躯反応法,CMV-Y抗血清を用いた試験には抗血清寒天スライ ド
汰 (SRD法)48)によって行った. 徴虫凍鎚反応法に用いた粗汁液は検定案に生理食塩水
の10倍丘を加えて摩砕し, ガーゼで搾汁したのち,3,000rpm で10分間遠心分離した
上活を供試した, SRD法は匠原 ･井上 (1978)の方法に準じ,0.8%粉末寒天,0.85%
NaCl,0.2% NaN3を0.05M Boratebufer(pH8.0)に加熱溶解し, CMV-Y 抗血清
を25倍になるように加え,スライ ドグラス上にひろげ同化させた. その寒天上に ろ紙円
盤を並べ,その上に柄薬と健全兼をそれぞれ24%NaCl液でおしつぶした汁液を含む組
織をのせた.他の一つの方法は上記抗血清寒天に径 415mm の小穴を並べてあけ,一つ
の穴に対照として健全植物葉の粗汁液を,他方には病薬粗汁液を注入した.粗汁液は検定
葉に5倍丑の24% NaCl液を加えて暦砕し, 3,000rpm で15分間遠心分離した上清を
用いた.このようにしたスライドグラスを髄室容掛こ入れて室温におき,ろ紙または穴の
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周辺の寒天内に現われた沈降帝を観察し,この沈降帯の有無によって血清反応の判定を行
った .
実 験 結 果
1.ウイルスの同定
採雑病組物について,検定槌物での接戯奴応,ウイルス粒了の形胤 7プラムシ伝搬,
血清反応などを調べた.得られた結果の所見から,cymbidium mosaicvirus(CyMV),
odontoglossum ringspotvirus(ORSV)および cucumbermosaicvirus(CMV)の
3種のウイルスが同定された.なお屯顕観察では bulet-shapedvirus-likeparticlesが
認められたが,同定するに至らなかった.つぎにそれらウイルスの得られた結果について
示す.
Cymbidium mosaicvirus
このウイルスは台湾各地から採集された多くのランの病棟から分離された.
(1)寄主範囲と病徴 採躯植物葉汁液 および ツルナの接種病葉を接種源として数種
の検定拍物に接種し,寄主反応を調べたところ一Table2に示すような結果が得られた.
Table2.Reactionofsomelestplantstocymbldium mosaicvlruS
Sourceplants Ca〃Lcya Dendroblum
Tes亡ptants
Symptoms Symptoms
Inoculated Uninoculated Inoculated Uninoculated
leaves leaves leaves leaves
ChcnopodlumamaranlLCOlor
C.quLnOa
Gomphrenae,0-lobosa
Daturaalba
NicollanagluLLnOSa
N.rusllCa
N.labacumcv.WhiteBurley
TeEragonLae-rbansa
GRS
CS,WNS
GRS
CS
GRS
CS,WNS
GRS
CS
CS:chlorotlCSpots,G氏s:greenringspots,WNS:whitenecro[icspo[S,-:no
inrechon.
ラン科の Cattleya,Cymbidium お よび Dendrobium に全身 感染 し,ChenoPodium
amaranticolor,C.quinoa,Daturaalbaおよびツルナに局部病斑を生じた.Cymbidium
の葉にはモザイク斑とえそ斑を,Cattleyaの集にはえそ斑を,Dendrobium の薬にはモ
ザイク斑を生じた.ツルナには接種薬に淡い退色臥烏を生じ,C.amaranlicolorには接種
薬が末化すると灰白色瑞点の周りが緑色リング状に残る局部病斑を生じた (PlateIII,4).
タバコ (WhiteBurley),N.glutinosa,N.rusticaおよび 七ンニチコウなどには感染
しなかった, 上記のような寄主反応は CyMV8･7･12･L5･32･35･49･50)によるものとよく一致し
九二.
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(2) ウイルス粒子の形態 採媒原株および汁液接種によって感染した病葉をDN法で
作成した試料について問額観察したところ.ウイルス粒子は長さ475-500nm,幅約 13nm
のひも状であった (PlateIV.1).
(3) 血清反応 CyMV 抗血清に対する採集植物薬汁液の徴丑凍集反応法による血清
反応を調べたところ,髄節観察で 475-500nm の長さのひも状ウイルスが見られた試料
はいずれも凝張反応を生じた.一部の標本については,日本で発生している CyMV との
血清学的関係を調べるため,CyMV 抗血清 (力rm2048倍)の希釈段階をつくり反応試験
Table3.Crossreact10nSOfCyMVandORSVtoanti-CyMV serum and
antil0RSVserum lnmicroaggLutinationtest
Antiserum Virus SourceOF
altlgen
Antiserumdilution
8 16 3 2 64 128 256 5 12 102 4 2048 N aCl
CyMV Caileya(2)
CyMV CyMV CaLLleya(71)
ORSV C.quinoa*(50)
ORSV C.qumoa+(50)
ORSV CyMV CaLleya(2)
CyMV CalLeya(71)
桝 柵 冊 榊 冊 榊 W Il + 一
榊 梢 廿 ≠ ≠ ≠ 十 十 - -
柵 柵 州 糾 Hl ≠ 十 一 一
帖～+:positivereac亡10n,-:indicatesnoreaction,( ):colectionnumber.
*:inoculatedleaf.
を行った.その結果は Table3に示すように,抗血清の承釈 1024倍または2048倍まで
反応し,台掛 こ発生がみられる同ウイルスと日本に発生している CyMV15･22'とは抗原性
を同じくし,血清学的に同種ウイルスと判定された.
以上のようなことから,本ウイルスを CyMV と同足した.
OdontogloqSum ringspotvirus
このウイルスは CyMV と同様に台湾各地から採粧した多くのランの病棟から分離され
J=.
(1) 寄主範囲と病微 採塊植物非汁液およびツルナの接糠病兼を接種源として教壇の
検定植物に接種し,寄主反応を調べたところ,Table4に,Tiすような結果が得られた.ラ
ン科の Cattleya,Cymbidium,ナス料の N.clevelandit.キク科のヒャクニチソウに全身
感染し,C.amaranlicolor,C.quinoa,Daluraalba.N.gluEinosa,ツルナおよびセソニ
チコウに局部病旗を生じた.Catlleyaには淡い赤紫色斑を (PlateIll,7),Cymbldiumに
は最初新兼の下半部に退色斑を生じ,しだいに幅広い病粍となった.のち葉の伸長に伴い
最初現われた退色斑の下部兼には病雌がみられず,また退色斑は薬の成熟とともにモザイ
クとなった.ヒャク二チソウには病斑がみられなかったが,上薬 および花弁からの戻し
接種によるウイルスの回収は陰性であった.N.clevelandiLの上薬には淡いモザイク斑を
生じ,少し萎縮した, 局部感染した C.amaranlicoloγ,C.quinoaおよびツルナ (Plate
III,6)の接種発には伏白色のえそ雌点またはえそ輸点を生じ, 七ソニチコウには えそ斑
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Table4･ReactlOnOfsometestplantsLoodonloglossumringspotvirus
Sourceplants CymbidtTLm PoEinqra
Symptoms Symptoms
Testplants ln(〕Culated UninoculaLed Inoculated Uninocu12
leaves leaves leaves leaves
ChenobodlumaTrWralLICOlor WNS WNS
C.quけ10a WNS WNS
GolnPhrenaglobosa NS 上ヽS
Daluraalba LTS NS
1VICOtLanaClez)elandLl 十 mO
N.glutmosa NS NS
N.ruslwa
N.tabacumcv.WhiteBulley
Tetragoniaexpansa WNS,W氏s WNS,W氏s
Zmntaelegans + +
????
mo:faintmosaic,NS:necrotlCSpots.WNS:whlenecroticspot-S,W氏s:white
necroticrlngSPOts,+:lnfecL-edsympL10mlessly,-:noinfection.
を生じた.タノミコ (WhiteBurley)や N.rusLicaには感染しなかった. 上記のような
寄主反応は ORSV20･Wl46)によるものとよく一致した.
(2) ウイルス粒子の形態 原株および汁液招種によって感染した病策をDN法で作成
した試料について花成観察したところ,ウイルス粒-I-ほ良さ約 300nm,帖約 18nm の梓
状であった (PlateIV,3).
(3) 血清反応 ORSV抗血相 l`)に対する採取帖物薬剤液の徴過振典反応法による血清
反応を調べたところ,塩堺観察で粒子の長さ約 3001m の揮状ウイルスが見られた試料紘
いずれも搬集反応を生じた.一部の標本については,ORSV抗血清の希釈段階をつくり,
抗原には接種した C.quinoaの接徴発にO.85%NaCl液を加えて磨砕し,3,000rpm｡
で15分間遠心分離した上盾を用いて,血TF!f反応試験を行ったところ,抗血清希釈の512
倍まで反応がみられた (Table3).抗血清反応倍率は homologous力価 (2048倍)より
少し低かったが,これは抗原に C.quinoaの抜磁薬を用いたことに関係もあり, 日本に
発iLがみられる ORSV と台湾の本ウイルスとの抗原性に大きな適いがないものと思われ
た .
以上のようなことから,本ウイルスを ORSV と同足した,
Cucumbermosaicvirus
このウイルスは Dendrob‡um の兼に退色肱および花に斑入りを生じた病棟から分離さ
れた .
(1) 寄主範囲と病微 採巣組物菓汁液および按徹し感染したタバコ (WhiteBurley)
または N.ruslicaの全身感耳酎市井汁液を接俄軒として教徒の検定植物に接種し寄主反応
を調べたところ,Table5に示すような結果が得られた.ラン科の Dendrobiumに全身感
染して淡い退色斑を生じたが.楽の成熱に伴い病跡 まめだたなくなった. タバコ (White
Burley)(PlateIII,8),N.glulinosaおよび N.rusLicaには全身感染し明瞭なモザイク
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Table5.Reactionofsometestplantstocucumbe工'mOSalCVirus
Sourceplants DendrobitETn DendrobilLm
Symptoms Symptoms
Testplan亡S ∫noculated UnlnOCula[ed lnoculaLed UnlnOCulaLed
leaves leaves leaves leaves
Cheno♪odLumamaranLICOlor
C.quinoa
Gomphrenaglobosa
Daiuraalba
N之COtianaglutlnOSa
N.ruslica
N.tabacumcv.WhlleBurley
Telragoniaexpansa
Viciafaba
vlgnc%.SerS{qurLobdeadzE.sよniak｡
NS NS
CS CS
1(S CS.Mo NS
G良S G良S
CS Mo CS
CS VC,Mo CS
CS VC.Mo CS
CS CS,WN CS
NS NS
NS NS
CS.Mo
Mo,mal
VC.Mo
VC,Mo
CS:chloroticsp⊃亡S,G氏s:greenringspots,Mo:mos'llC,mat:maljormal10n,
NS:necrotlCSPOtS,VC:veinClear,WN:whiteIleCrOSis,-:noinfectlDn.
を生じた.ツルナには接唖薬に退色斑点を生じたが.分離株によっては全身感染し,退色
斑点と灰白色のえそ斑点,上薬にモザイクを生じた.またソラマメやすサ/には局部病塩
を形成し,全身感染しなかった.
(2) ウイルス粒子の形態 原株および汁液接概によって感放したタ/:コの全身病薬を
ホルマリンで前田定後,DN法によるPTA旗色を行って'LE節観察したところ,ウイルス
粒子は穏約 28-30nmの球状であった (PlateIV.2).
(3) 7プラムシによる伝搬 Dendrobiumから検出した球状ウイルスについて,接種
源に N.glulinosaの病薬を,また接種柵物に N.glulinosaを用い,7プラムシによる
伝搬試験を行った.その結果,本ウイルスはモモ7カ77ラムシ (Myzuspersicae)によ
り非永続的に容易に伝搬された.
(4) 血清反応 本ウイルスに感染したタバコ (WhileBurley)および N.glulinosa
の病兼暦砕液と CMV-Y 抗｣侶古との間で,苗易寒天ゲル内拡散法による血清反応試験を
行ったところ,試料の周りの雑犬中に拍児的な沈降Ⅲを生じた (PlateIV,5),
以上のようなことから,本ウイルスを CMV と同定した.
Bullet･8hapedviru8･likeparticles
DN法談料で梓状またはひも状粒子が認められなかった枕木で,その癖薬小片を1%凶
敢化オスミウム渦中でおしつぶして間近したのち,PTA淡色した試料を電顕観察したと
ころ,兼に退色坊やえそ軌 烹を生じた Laeliocallleyaと Cymbidium に少数の弾丸型粒
子がみられた.その粒子の形態から orchidfleckvirus(OFV)2)またはその楠似ウイル
ス1･23･3… 1)ではないかと-,i.えられたが, 同定架晩を行っていないので, 本報では このよ
うな形状のウイルスの先年がみ亡'れたということのみ記述する.
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2.ウイルスの発生状況
自然発生による病徴
採砧された株で同定実験により明らかにされたウイルスの唾掛別に見た自然発生の主な
病散を次に示す.
(a) CyMVが検出された植物の病撒
Calanthe:新薬には退色環を生じ,それがゆfTした形状の長い退色粂斑を示した. ま
た薬に濃淡のPj]瞭なモザイクを生じた (PlateI,1).古い薬では濃淡が淡いモザイクを7Ti
した .
Caiileya系 (C･,BcUBIc･,LcHSic.):種または品機によって=tJl=干病徴を 興にしたの
で,その中の特徴的な主な病徴をタイプ別に示す (以下同じ).
A:淡い退色斑または葉脈に沿った長い退色粂斑を示した.
B:兼先過半部の面に 1-3mm大のえそ斑点を多数生じた.斑点は隣接のものと接し
てゆ合し,広い黒褐色斑となる部分もみられた.兼の裏面には小さい黒色の艶東を示し
た (PlateI,5),
C:葉肉部および棄面に照褐色のえそ斑を生じ.また斑点がゆ合して葉脈に沿って連な
り,長いえそ粂斑を示した.えそが表皮に現われた部位では表皮がへこむえそ斑を/示した
(PlateI,2,4).薬の誕両にもえそを生じ,ゆ介して斐脈に沿った長いえそ粂斑となり,
また表皮にへこみを生じた (PlateI,3).
Cymbidium:A:葉脈問に円形,紡錘形または長方形の退色斑あるいは中心に緑色を
残す紡錘形または長方形などの退色輪紋を示した_退色珠は細いものや葉脈間に不定形に
現われるものがあった (Plate二,7).古い粟では淡い退色斑とともに黒褐色のへこんだ不
定形えそ斑を多数生じた,えそ斑は葉脈に射って連なり長いえそ粂斑となるものもみられ
た (Plate二,6).
B:針点状の小さなえそ瑞を多数生じ, またゆ命して 1mm大のものや葉脈に糾った
えそ粂斑となるものがあった (PlateI,8),
Dendrobium:粟に長方形の退色斑を生じ,その弧淡の境界が不明瞭な1-リごイク与:示し
た.退色斑は葉脈問の隣接のものとゆ合し,長い退色粂斑となるものもみられた.
Denphalaenobsis:兼に退色斑およびえそ斑点を示した.
DorilaenoPsis:兼に退色斑によるモサイクを示した. 退色斑は不定形で,円形,長方
形,輪紋あるいは長方形輸紋などの形状を示した (PlateI,9). 局所的にえそ斑点L,坐
じ,表皮にへこみを生じた.
Phalaenopsis:葉に黒褐色～黒色の勘 気を現わし,表皮にへこみを生じた.えそ斑が
薬肉部に′とじ,その部分の表皮が蝕全になえるものもあった.えそ斑は葉脈にそってゆ合
連結し,不規flJな形状のへこんだ良い粂mとして現われた (PlateI,10).
RhyncJwstylLS:兼に黒色の斑点を/生 じ,拡大して大きな王fE,東となるものでは中心に
へこみがみられた.黒跡 ま隣度のものとゆ合し,薬が黒色汚染様症状を示した (PlateL
ll).
Vanda:A:菜に 1-2mm大の褐色～照褐色のへこんだえそ斑点 または えそ粂斑を
示した (PlateI.12).
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B:轟褐色の斑点および紫脈が黒褐色になる粂斑を示した.また斑点が隣接のものとゆ
合し,広い膿褐色斑となる部分がみられた (PlateI,13).
(b) ORSVが検出された植物の病徴
Callleya系 (C.,Bc.,Btc.,IJCHStc.):A:兼に明瞭な症状はみられなかったが,局所
的に淡い小さな赤紫色淀を示した.
B:葉に病徴がみられなかったが,赤色の 濃い花弁に退色性の明瞭な琉入りを/示した
(PlateH.1.2).
C:葉に掃徴がみち,九なかったが,t=lソク色の花弁に増色性の跳入りを示した.
D:葉に紡錘形または楕円形の濃赤紫色の軌たあるいは齢紋をJll_じた (PlateI,14).
Cymbidium:A:集に少数の淡い退色斑を生じ,えそ斑はみられなかった (Plate
H,5).
B:新薬に明瞭な退色斑がクサビ形または長い粂攻として現われた(PlateH,4).古い
葉に淡い退色斑がモザイク様状に現われたが,その症状はよく観察しないとわからないよ
うな不明瞭なものであった.
C:葉に淡いモザイク班を示 し,淡い自桃色の花弁に少数の柁■色性斑入 りを生じた
(PlateII.7).
D(束洋ラン):葉に境界の不nJJ暇な淡い退色班を′巨じ,モiドイク症状を左目ノた.
Epidendrum:薬に淡い赤紫色斑を什じ, また葉の中央部が一部 少し珊まり,小さな
えそ斑点を生じた.
Potinaγa:葉の中央部より先端部にnJ)f駅な赤紫色斑を生じた.薬の邦には 釦軒こ赤紫
色からなるモザイク症状がみられた (PlateII.6).
(C) CMVが検出された植物の病微
Dendγobium:A:-郡の若い柴に薬を蹴1qrして野曲する帖広い退色斑が有られた
(Platem,1).新薬には淡い退巴斑点を生じた.そのようなiti色環は少数の薬に7入られ
たのみで,株全体としてはめだつものでなかった,花井はrl色であったので,斑入りはみ
られなかったが,バルブの上部に着リ=.した花は_+背が恐く,小形であった(PlateIII.3).
B:薬に部分的に淡い退色斑を少数現わした.漉t-ソク色の花弁に退色性の斑入りを生
じた (PlateIH,2).
(d) Bullet-shapedvirus-likeparticlesがみられた植物の病徴
Cymbidium:糞にえそ珠′輯および斑点の連なった長形えそ斑を生じた.えそ上れ点がゆ
合して幅広いえそ斑となるものもみられた.
Laeliocalileya(Lc.):漢にk'l褐色のえそ流,仁および長形のえそ珠を′Lじた (PlateIII.
9),
ウイルス病の発生状況と分布
台湾の5市9県に所在する41カ所 のラン栽培園を調査した結果,ウイルス病の発生が
非常に多いことが認められた.とくに Caltteya系と Cymbidium には CyMVや ORSV
によると思われた特徴的な病放り 2-L5･28-3O･32-34･37･43･50'を現わした株が各地で非常に多 く
観察された.Caltleya系や Cymbidium が粗培された調査地38カ所の内,1カ所を除く
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すべての栽増園に CyMV あるいは ORSV の一方または両者の発生が認められた, ウイ
ルス病症状株がみられなかった 1栽培園は近年発生衝やメリクpソ苗を主に代培し始めた
とこ7'てあった.この栽培l射こウイルス病が全くないという証明はしていないれ それら
しきものがみられなかった.
採集漂本 12属 124株におけるウイルスの診断の結果,前項同定実験で示したように,
CyMV,ORSV,CMVおよび bulet-shapedviI･uS-likeparticlesの4種の発隼が確認さ
れた.
Table6PDelect10nOf＼riruscsinorchidplnntscolectedfrom diferent
partinTaiwan
Sampleinfectedwith
surveyed cyMVORSV(CyMV十ORSV)CMV OFV-1lke
Cqlan/he 3
Call/eya(C,Bc.,BIc.,Lc.,SID) 53
Cymbidtum 35
Dendroblum 12
DenphalaenopsIS 3
DorliaenoPsis
Ezu'dendrum
Oncid7um
Phalael709sIS
Rhynchoslylzs
Poilnara
Vanda
Total
???
??
?? ?? ??? ?
??
?
?
? ?
?
3 3
1 1
1 1
9 4
124 58 44 (16) 5 2
( ):doubleinfectionofCyMVandORSV.OFV-1ike･.bulet-shapedvlrUS一日ke
parllClesobservedbyelectronmicroscopy.
Table6は検出されたウイルスをラン科博物の属別に表わしたものである.表にみられ
るように CyMVは Calanthe,Catlleya系, Cymbidium,Dendrobium,Den♪halaenoz,-
sis,DoritaenoPsis,Phalaenopsis,Rhynchosiylisおよび Vandaに,ORSVは Calanlhe,
Caltleya系,CymbidiLm.Epidendrum および Polinaraに,CMVは Dendrobium に,
bullet-shapedviruis-likeparticlesは Laeliocalileyaと Cymbidium に発生か認めら
れた.検査した Callleya系では53株中 CyMV が28株,ORSV が 19株,Cymbidium
では35株中 CyMV が 15株,ORSV が22株であった. この発1.株数はウイルス病の発
生率を示すものではないが,Callleya系と Cymb2dium に CyMV とORSVaI)発/生が多
いことを示している.711.rた CyMV と ORSV の混合感染が Calanlheでは CyMV の3
株中 1株,Calllel,a系では CyMV の28株中9株,Cymbidium では CyMV の15株中
6株にみられた.これらの混合感染株の柄散はいずれも CyMV による特徴的な病徴を示
していた (PlateII,8,9).
Table7はウイルスの発生を地域別に表わした ものである.表から CyMV と ORSV
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Table7.DislrlbulLOnOfCMV.CyMV,ORSVandOFV-likevlruSinT'liwan
clty&Prefecture Sa11ple
SampleinfectedwltLl
surveyed cyMVORSV(CyMV+ORSV)CMV OFV-like
Ta主Pe主Mun (台北市) 19 10
TatPeiCounty (台北1,FJ,A) 〇 2
ILanCounty (宜聞97I.) 4
HsinCluClty
HsinChuCounty
TcliChungClty
Ta主ChLlngCounty
ChangHunCoL川ty
NanTouCoLlnly
ChiaYiCounty
Ta主NanCity
Ta主NanCounty
KaoHsinngCity
PhlgTungCounty
(新竹市) 2
(斯け[1,ち) 3
(台中市) 29
(台rf.LJ.l) 20
(彰化爪) 4
(南投LITl,) 12
(苗衣呪) 2
(台南市) 3
(令南児) 13
(.7:fiEI市) 4
(界脚 .Jl) 4
?
? ?
?
?
??? ??? ??? ???? ??(3) 3
Ln
(1)
(3) l
L51
しい 1
(2) 1
1
( ):doubleinfectiolOfCyMVandORSV,OFV-lke.bLlHeLshapedviT･US-like
pal-ticlesobservedbyelectTIOnmicroscopy.
が各地に広く分布していることか認められる.また両ウイルスの粒合感染株もかなり広い
地域でみられる.
CMVは台北市,台南風および界兼県で発生が認められた. この地域は台湾の北部と南
部に位階し,CMV もまた広く分布している可能性が示唆された.
考 察
台滑の5市9県における ランの栽培固41カ所について, ウイルス病の発生状況調杏を
行ったところ,その全域にわたって ウイルス病の発生が認められた.今までに台湾では
CyMVa･‖)と ORSV8)の2唖の発生が知られていたが,今回の調査で CyMV と ORSV
の他に,新たにCMV とbuleトshapedvirus-likeparticlesの発生が確認された.
CyMV は Calanlhe,Callleya系 (C.,Bc,BIc.,Lc=Sic.).Cymbidium,Dendrobium,
Denphalaeno♪sis,Dorilaenobsis,Phalaeno♪sis,Rhynchoslylisおよび Vandaから検出さ
れた.そのうち台湾ではCalanlhe,Denphalaenobsis,DoritaenolsisおよびRhynchosiylis
の4種屈が新たに CyMV の自然発生植物 として認められた. と くに Catlleya系と
Cymbidtum に尭/-fiが多かった. CyMV が発坐した植物では,輩に激しいモザイクまた
はえそ斑を生するものが多く,被害が大きい.検定的物に対する寄_'ヒ性は C.quirTOa,
Daturaalbaおよびツルナなどに局部病斑を生じ,C.amaranlicolorでは接種薬が試化
すると緑色輪点を残す局部柄斑を生ずるなと,既報の CyM V3･417･15,29r33･33･49･50) と同じで
あった.血情反応の結果でも,台湾に発生している CyMV と口木で報告されているt5･22)
ものとは抗原性を同じくし,両者は血清学的にも同一系統と考えられた,
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ORSVは Calanlhe,Caltleya系,Cymbidium,Epidendrumおよび Polinaraから検
出された.そのうち台湾では Calanthe,Catleya系,EPidendrum および Poll'naraの
4種属が新たに ORSVの自然発生植物として認められた.ORSVは一般に薬における病
徴が比較的軽いが,Callleyaや Cymbidlum ではTEに斑入りを生じ,観賞価値を大きく
落とす原因となっている.このウイルスは多くの報告にみられるように病植物中での濃度
が高く14･26･-5),病集粗汁液中で10年以上病原性が保持されている28)など擾めて安定であ
り,また伝染性が高いウイルス1日6'であるため.伝染の機会が多く, これが CyMV と
ともに発生の多い原因となっているように思われた.とくに Caltleyaや Cymbidiumで
長年叔培されている株に発生が多くみられた.検定植物に対する寄生性は N.clevelandii
とヒャクニチソウに全身感染し,センニチコウ,SamsunNNタ/ミコ,C･amaranticolor,
C.quinoaおよびツルナなどに局部病斑を生じた.このような寄主反応は著者の一人井上
が報告した日本に発生がみられる ORSVの一系統恥 と非常によく似ている.また両国の
ORSVは血清学的にも大きな違いがないものと思われた.しかし多くの分離株についての
比較実験を行う必要がある.
CMVは台北市,台南頻 および犀東児の Dendrobium から検出された.Dendrobium
におけるCMVの発生は日本17･18'とブラジル44)で認められているに過ぎなかったが.今回
の調査で,台掛 こもDendl･ObiumにCMVの発生があることが確認された.DendrlDbium
の基の病散は燈徴なものが多く,披宙が少ないと思われたが,花に斑入りを生じ,また生育
も悪 く小形で,観賞価値を落とす,検定植物に用いたタ-コ,N.gluli7WSa,〟.cleuelandii
ソラマメおよひササゲなどにおける寄主反応は 日本で Dendrobium から検出された
CMV▲7･18'と大体同じであった.しかしエビネから検出した CMV25'とは病原性を異にし
た.ツルナでは分離株によって局部病斑を形成し,全身感染したいものと,全身感染する
ものとがみられた.CMVは上記3カ所で発見されたが,他の地域においてもDendrobium
に発生の可能性がうかがえる. これは CMVがアブラムシに よって容易に伝搬されるこ
と,またアブラムシはランの雷や花弁などに着生するので,慮外栽培が多い台湾ではアブ
ラムシの飛来が容易であることなどから考えられる.
電顕観掛こより,buleトshapedvlruS-likepartlClesが退色斑や えそ斑点を/_Lじた
CymbidL'umや Laeliocailleyaに見出された.これは同定実験を行っていないが,その粒
子の形状からorchid月eckvjrus2)か,その耕似ウイルスl･23･30~41'と思われた.台湾にも
このタイプのウイルスの発生が示唆された.
台滞全域にわたって ランに ウイルス病の発生が認められたが, とくに Catlleya系や
Cymbidium に多かったことは,これらの植物が古くから栽培され,しかも栽培株数が多
く,その感受性も高い16'ことがあげられる. また脚き取り調査によれば, ラン叔培者が
ウイルス病の性状についての知敵が十分でなく,したがって確実な防除策がとられていな
いとのことであり,それがウイルス病発生の多い理由の一つにあげられるようにもノl〟,われ
た.ある地のラソ協会の展示会場で,Catlleyaの花に 明瞭な斑入りを生じた株が陳列さ
れているのをみかけた.これは斑入りが珍品として出品されたようであったが,ORSVに
原関する病斑であった (PlateII,1).
台湾に発生するCyMV,ORSVおよびCMVに系統が存在するか否かは 明りかにする
に垂らなかったが,調べた範囲における寄主比応や血桁反応の結果の所見では,これらの
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ウイルスは日本の ランに発生しているもの14･15･17,J8･22)と同一系統であると考えられた.
これは日本と台湾とはたがいに古 くから多数のランの搬入搬出が行われたので,これに伴
ってウイルスの分散があったことによるように思われた.
今回の調査で,台湾では上記4種のウイルスの発生が確認されたが,ラン科柚物にはそ
の他 cymbidium mld mosaic virus6),cymbidium ringspotvirus10),dendrobium
mosaicvirus18･2L),pecteilismosaicvirus24),tobaccomosaicvirus-orchidstrain5･36･47)
tomatoringspotvirus9),vandamosaicvirus12'などの発生が知られているので,これ
らのウイルスについても今後さらに調査する必要がある.
摘 要
1982年 3月 15日から5月 14日までの 2カ月間,台湾の 5市 9県に所在する ラ/Cj戯
増陶 41カ所についてウイルス病の発生状況を調べた. また採集標本 12属 124株について
はウイルスの検出並びに同定実験を行った.
その結果,CyMV-ORSV,CMVおよび bulleトshapedvirus-like partlClesの4種の
発生が確認された, CMV と bulet-shapedviruS一工ikeparliclesは台湾では新たに発見
されたウイルスである.また CyMV と ORSV の発生がとくに多く, 台湾全域に分布し
ていた.
CyMV は Calanlhe,Cailleya系, Cymbidium,Dendrobium,Den♪halaenoPosis,
Doritaeno♪sis.Phalaenopsis.Rhynchoslylisおよび Vandaから検出された,ORSV は
Calanlhe,Callleya系,Cymbidium,Epidendrum および Polinaraから検出された.
CMVは Dendrobium から検出された. また bulleトshaped virus-like particlesは
Laeliocallleyaおよび Cymbidium に見出された. 台湾で分離された CyMV,ORSV お
よび CMVは寄生性や血清反応の結果から,日本のラン科植物 (CMVではDe･ndrobium)
に発生しているCyMVおよび CMV と同じ性状のものが多く,同じ系統と考.,こられた.
CyMV と ORSV は Callleya系 と Cymbidtum に発生が多かったが,両ウイルスの混
合感染もまた Calanthe,Calleya系および Cymbidlum に認められた.
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Survey on thevirusesin orchidsin Taiwan
Nar'inobuTNOUYEarldLilSinLEO
SummAry
A surveyofviruseslnfectLngOrchidsWasmadefrom March15toMay 14,1982,
on124sarnplesof12generaoforchidscouectedin41nul~SeriesinTaiwan.fdentifiCalLOn
ofthevirLlSeSWasbasedonpartlClenlOrPhology,symptornatology in Indicatorplants
andserology.Crmbidium mosaLcvlruS(CyMV).odon〔oglossum rinp,'spolvirus(ORSV)
andcucumbermosaicyirus(CMV)Wereisolated from the orchid and bulet･shaped
vlrLIS-HkepartlC】eswerefoundlnson(IOrChldsbyelectronmlCrOSCOPy,
CyMVwasisolatedfrom Calanl/IL/,CatLleyqalliarlCe.Cymbldヱum,Dendrobium,Den-
♪halaeno♪siゞ,Dortiaeno♪sis,PhalaQnOPsIS,RhyTZChostyLISand Vu;Lda. The virusISlrans-
rnilledsystemicalytoCalileya,Cymbldium andDendrobLum.LocaHes10nSWereformed
olChelw1,0diZJmamaranlLCOlor,C.qulnOa,Da17LrnFILL)aarldTetraBOniaexpaTISO.ⅠlTeaCred
1′ithanti-CyMVserum.
ORSV wasisolatedfrom CaLonlhe,Calfleyaallwnce.Cymbidium.Epidendrum and
Polinara. The virus istransmitlc.d sysLernkaly to CaltlFJya,Cymb‡diLm, Vicoliana
cleuelandliandZmnw elegans･LocallesionsWereformedonc:.amaranlL亡Olor,C･quLnOa,
D.alba.Gomphrenaglobosa,N.glulmosaand T.eA･bam〟 butnoinfectionwasobtained
jnJV.LabacuJncv.WhiteBurleyandlV.rustica.工treac[edwithan【1-0RSVserunl.
CMVwasisolatedfrom DcrzdrobzJm.ThevirtlSShowedalmostthesallereaction
o)lindicatorplantsasTheCMVISO】aledfrom DeナIdroblu-m Ln Japan. Ⅰ[reacted with
anti-CM17-Yserum inradialimmunodl打uslOnteSL
Bulel-shaped virus-1lkeparlJCleswereobserved ln negatively stalned dip pre-
paratlOnS.afterpl~eRxalion with OsO｡,from leavesofCymbidLum and Laeliocallleya
showingchloroticandnecroticlesions.
Doubleilfect10nOfCyMVand0RSV wasroundinCalanthe,Caitleyaallianceand
CymbldltL77L IlwasnoticedthatCyMV a!1d ORSV occurred on manygeneraor'chl(ls
andweredislrlbutedwldelyinTaiwan.ThereactlOnSinindicatorplantsandserological
testsforCyMV,ORSVandCMVfl0m Or'ChidsinTaiwanweretakenlobealmostthe
sameasthoseforCyMV,ORSVandCMV(tl~(つmDendrol,lum ) foundlnOrChldsinJapan.
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ExplanationofPlates
plateI. I-13,SymptomsorCyMVlnlea＼･esofna[ur〇日y川Fectedorch)ds.
】 MosalCinCalantl7eSP.
2.3 ChlorosISaldnecrosISlnLc.Ambe1-Glow 'Karhleen'AM/HOS. (2):
Uppersurface.(3):lower-SurF'lCe.
4.NecrosISinLc.Boldesca.
5.NecrosISinCatlleyaMoscombe G`race'AM/TOS･
6 MosaicandNecrusisil一CymLJ(/ium sp.
7.A,tos(lieinCy7lbidT'EL7ZSP.
8.SnlallnecrollC 叩OrSlnCyml,EdL■7/71〝Sl,/･onalll.
9 MosこIic'lndlP｢rOlleSPOTSlnDoyilaenDl)stsSP.
lO NecroticspotsLlndstl'eaklnPFl,7laf･I109sissrl.
日,Necro〔lCSpotsjnRhynchos13,llSglganlea1SakalRtlM l<1'1
12.ChlorosisandnecrosISinVa17daKEll･enOnoxV.HiloQueen.
L3.NecroticspotsinVandasp.
14.Patternsofreddish-purplerlngCausedbyORSV )n]eaEofnaturaHy ln-
fectedCattleyasp.
??????
IT.1-7.Syl叩 tOmSOfORSVinleavesandRowersoforchtds.
CoLorbreElkinginFlowerofCallleyaall乙anCe.
Reddish-purplerllgSpotslnCoL〃eyaMoscorTLbe-Grace'AM/TOS.
MosaicandelongatechlorolicstreaklnCj,mb‡dlum Sp.
51FalntmosaiclnCymbt'd柑TiSP.
6.Patternsofreddish-PLIrPlering in PoLmaraEsteleSnlilh -ChinaDragon'
AM/TOS.
7･ColorbreakinginRowersofCymb乙dlum Sp,
8.Necr'osisinleafofBIc.Mcmorl'1.C1'lSPinRosalesnnfLl-allyinfectedwlth
bothCyMV atldORSV.
9.NecrosisinleafofCymb乙(lHt7nSP.lahlrallyinFecledlrllhbothCyMV and
ORSV.
Platellr.
1 Chloros'LSOfleafofDendγob乙um MountFujlnaturaHyinfectedlVIHICMV.
2.ColorbreaklnginRowersofDendγobi71nSP.naluraHyinfectedwithCMV.
3,Dwarfed 月owersofDendrob71m MountFLljlnaturallyinfectedwithCMV
(exceptfol.basalpot.tlOn).
4.LocalleslOnSlnChenopod川ナnamarantlCOlorlnducedbyCMV,
5.LocallesionslrlDaL71raalbainducedbyCMV.
6･LocallesionsinTeLragL7717aPユ1)lLILSlZinducedbyCMV.
7･Systemicreddisl-purpleFleckonCatlleyasp.InducedbyORSV.
81SystelmCmOSalClnNLCOlumaiabocumc＼′.Whl[eBur'1eyinducedbyCMV.
9.NecrolicspotsonleafofLc.GildWilderness T`akal一,lSienne'PC/JOSin
whlChbullet-shapedvlruS-一ikeparticlesl,erefound.
PlateIV.
1･CyMV pal.tlClesincrudesap.Caflleya.slEHned wlth2% phospholLmgStlC
lCld(PTA).Barrepr'eseltS100nITl.
2 CMV partlCles川 Crudesap,NicoLu2nagLuiinosa,stalned with PTA,after
preBXalionofdiseasedle･CIfwithlO,Dgformalm BarreprL.SCnrS50nm.
3･ORSVparllCteSlnCl'udesap.Cymb乙d7tLm.Stililed＼,IthPTA.Barrepresents
lOOnlTl.
d ParllCJesofCyMV'lndURSVincIudesap,CalllCya,sl`1ined wllh PTA.
BarrepresentslOOnnl.
5 RadhlユmmunOdiFuslOntestforCMV. AgarcontalnSElnl1-CMV-Y serLtm
of1/25voL 711mし=101-eactionafter7 hrs'ltroom temperature. L)-1.2:
CrudesapofN..Lfluluzosa systemicallylnfecled wlthCMV isolこlted from
Dendrob171m (Colectionnumber,D-1:87.D-2:116),H:Cz~udesapoHleElthy
N.gLul7710Sa.
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